
＜おも な活動＞

・ 教育機関、公共施設に
おけるビ オト ープの創出

・ 地域住民の協力による
ニュ ータ ウン内の樹木
構成の改善

・ 里山林の再生と 活用、
新し い森林産業の育成

・ 竹林の管理と 竹材の
利用開発

・ 耕作放棄水田をなく し 、
農村風景を取り 戻す

・ 種の保全を 図る 里山
バン キングと ミ チゲーショ ン
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研究と 環境学習を織り 交ぜ、

地域住民にアピール

　 こ のエリ アには、 湧水地、 ため池、 その下

流に独特の水田生態系があり ますが、 ブルー

ギルやオオク チバスなどによ り 、 二枚貝やカ

ワバタ モロコ などの在来種が駆逐さ れてし まっ

ています。 その対策と し て同協議会は定期的

に池干し を し て、 増えすぎた外来種を 駆除し

ています。 一度棲みついた外来種の完全駆除

はでき ませんが、 外来種の密度を 適正に管理

する こ と によ り 、 在来種と の共存を 図る こ と

は可能です。 池干し には、 有志を 募集し 、 市

民参加型の環境教育の場と し て活用し て地域

住民にアピールし ています。 それと 同時に、

協議会構成員のみなら ず、 他団体から の参加

も 受け入れ、 ノ ウハウの共有化を 図っ ていま

す。 実施結果は研究報告に取り まと め、 行政

と 成果を共有し ています。

≪う ら やま≫はまちと 山のつなぎ目の役割

体験や広報で住民の関与を高める

　 湿地が多く 東海丘陵要素植物群が分布する

こ の地域は、 希少な生き も のが見ら れる生物

多様性の高いエリ ア。 市街地が近い≪う ら や

ま≫は、 近年、 開発圧力が低下し ていますが、

人の関わり が薄く なっ て適正な管理が及ばず、

森では日照不足で、 草地では外来種の影響で、

人知れず絶滅の危機に瀕する種も 。

　 そこ で、「 眺めるこ と から 、 関わる自然へ」

の転換を キャ ッ チフ レ ーズに、 ≪う ら やま≫

へ関心を 持ち、 生物を 守る意義を 理解し 、 守

る活動に関わっ ていただく こ と を 目指し て、

市民参加型の取組を 展開。 犬山里山学研究所

理事長の林
はやし

進
すすむ

会長は「 今後は、 食やふる さ と

のも のづく り 、 遊びなどでさ ら に多く の方に

意識を 向けても ら い、 活動を 通し て守り 続け

ていきたいです」 と 語り ます。

教えるより 体験を大切に。

活動を通し て人を育て続けていく

　 活動継続には人材育成が、 活動拡大には新

たな仲間が必要。 この課題に対し 林会長は「 年

齢が活動を 制限する と は思いません。 社会的

現役世代の若手人材の確保は困難でも 、 シニ

ア世代の人材が豊富なのはエイ ジフ リ ーの活

動成果。 また親子参加の活動により 、 ジェ ン

ダーフ リ ーと 世代間伝達の人材育成の成果を

獲得し ていると 考えています」 と 語り ます。

　 さ ら に「 他の協議会と 経験を 共有・ 伝達し

合う ため、 地域留学のよ う に他地域の経験を

持ち帰る仕組みがあっ ても いいですね」（ 林会

長） と 相互体験によ る人材交流を 重視。 人気

の昆虫教室でも 、 捕まえた生き も のを 図鑑で

調べ、 標本にまでする 実物学習の効果は大き

く 、 子どもたちは内発的に興味・ 関心を持ち、

一生懸命に取り 組むそう です。

【 構成団体一覧】 1 8 団体

＜大学等 ２ ＞

学校法人 中部大学、 名古屋経済大学・ 短期大学部

＜企業等 ３ ＞

エスペッ ク ミ ッ ク 株式会社、

中日本高速道路株式会社、

徳倉建設株式会社

＜NPO、 各種団体等 ８ ＞

NPO法人 犬山里山学研究所、

NPO法人 海上の森の会、

NPO法人 グラ ウンド ワーク 東海、

公益財団法人 日本モンキーセンタ ー、

パブリ ッ ク ワーク ス 犬山市アメ ニティ 協会、

ふるさ と の自然を愛するスズサイ コ の会、

みろく 山麓の自然を守る会、

リ リ オの会・ こ ども フ ォ ーラ ム

＜行政機関 ５ ＞

瀬戸市、 春日井市、 犬山市、 小牧市、 愛知県

地域の生態系

ギフ チョ ウ、カ ワバタ モロコ 、

ホト ケド ジョ ウ、

ヒ メ タ イ コ ウチ、

マメ ナシ、シデコ ブシ、

ヒ ト ツバタ ゴ瀬戸市、春日井市、犬山市、小牧市

まちのすぐ そばの森≪う ら やま≫の自然価

値を高めるためには、 人の手を 入れる必要

があり ます。 こ の森は濃尾平野の上流に位

置し 、 下流部の洪水を防ぐ など、 人々の暮

ら し を守っ ています。 尾張北部生態系ネッ

ト ワーク 協議会は、 も う 一度自分たちの自

然がまちのすぐ 裏にあるこ と に気付いても

ら う ため≪う ら やま≫の活動に取り 組んで

います。

協 議 会 テ ー マ

≪う ら やま≫の豊かな

自然を 再発見し よう
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